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18 

前 

文 
19 

<

情
報
ア
ク
セ
ス
権
の
確
認> 

20 

・ 

世
界
人
権
宣
言
第
一
九
条
に
、「
す
べ
て
人
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
に
よ
り
、
国
境
を
越
え
る
と
否
と
に

21 

か
か
わ
り
な
く
、
情
報
及
び
思
想
を
求
め
、
受
け
、
及
び
伝
え
る
」
権
利
を
有
す
る
と
述
べ
ら
れ

22 

て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、 
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2 

・ 

こ
の
世
界
人
権
宣
言
は
、
日
本
国
憲
法
第
九
八
条
が
遵
守
を
求
め
る
「
確
立
し
た
国
際
法
規
」
で

1 

あ
る
こ
と
に
鑑
み
、 

2 

・ 

国
政
運
営
の
過
程
で
生
じ
る
文
書
や
記
録
の
作
成･

維
持
管
理･

保
存･

開
示
は
、
日
本
国
憲
法
に
則

3 

っ
た
人
権
の
う
ち
で
も
、
情
報
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。 

4 

<

国
民
主
権
の
確
認> 

5 

・ 

日
本
国
の
国
政
は
、
国
の
主
権
者
た
る
国
民
の
信
託
に
よ
り
、
国
民
に
由
来
す
る
権
威
、
国
民
の

6 

代
表
に
よ
る
権
力
行
使
、
国
民
に
よ
る
福
利
享
受
と
い
う
人
類
普
遍
の
原
理
に
基
づ
き
運
営
さ
れ

7 

る
べ
き
こ
と
を
確
認
す
る
。 

8 

<

文
書･

記
録
の
情
報
価
値
と
、
国
政
の
円
滑
運
営
へ
の
メ
リ
ッ
ト
確
認> 

9 

・ 

現
在
と
将
来
の
世
代
に
と
っ
て
透
明
度
の
高
い
国
政
運
営
が
行
わ
れ
、
そ
の
証
拠
と
な
る
文
書
や

10 

記
録
の
作
成･

維
持
管
理･

保
存
も
ま
た
国
民
の
信
頼
の
も
と
で
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
政
を

11 

信
託
さ
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
適
切
な
国
政
運
営
、
及
び
意
思
決
定
を
行
う
に
必
要
な
情
報
資

12 

源
と
な
る
国
政
財
産
と
し
て
、
文
書
や
記
録
の
作
成･

維
持
管
理･

保
存
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ

13 

る
こ
と
は
、
現
行
の
情
報
公
開
制
度
、
並
び
に
公
文
書
館
制
度
の
存
在
に
鑑
み
、
自
明
の
こ
と
で

14 

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。 

15 

<

ナ
シ
ョ
ナ
ル･

メ
モ
リ
ー
の
確
認> 

16 

・ 

国
政
運
営
に
か
か
わ
り
作
成･

維
持
管
理･

保
存
さ
れ
る
文
書
や
記
録
は
、
国
の
政
権
担
当
者
が
綴

17 

る
そ
の
国
の
歴
史
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
国
政
の
文
書
や
記
録
と
は
、
現
代
と
将
来
の

18 

世
代
の
国
民
共
有
の
「
国
の
記
憶
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル･

メ
モ
リ
ー
）」
と
し
て
の
情
報
資
源
で
あ
る
こ

19 

と
を
確
認
す
る
。 

20 

 
21 

（
法
律
の
目
的
） 

22 

第
一
条 

国
の
機
関
等
の
業
務
遂
行
に
お
け
る
「
文
書
主
義
の
原
則
」
の
確
認
、
お
よ
び
そ
の
業
務
遂

23 

行
上
で
発
生
す
る
す
べ
て
の
文
書
は
、
基
本
的
に
は
国
政
を
信
託
し
た
主
権
者
で
あ
る
国
民
に
帰
属
す
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3 

共
有
財
産
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
そ
の
取
り
扱
い
の
原
則
を
定
め
る
。 

1 

② 

こ
の
法
律
は
、
文
書
の
発
生
か
ら
保
存
期
間
満
了
後
の
処
分
ま
で
の
時
間
を
連
続
的
に
包
括

2 

管
理
す
る
。
（
図
２
参
照
） 

3 

③ 

地
方
公
共
団
体
は
こ
れ
に
準
じ
て
条
例
を
定
め
る
。 

4 

 
5 

（
定
義
） 

6 

第
二
条 

「
文
書
」
と
は
、
媒
体
・
形
式
の
如
何
を
問
わ
ず
、
業
務
遂
行
上
で
必
要
な
情
報
を
固
定

7 

し
た
も
の
の
す
べ
て
を
い
う
。
文
書
の
う
ち
正
式
手
続
き
を
経
た
意
思
決
定
を
証
す
る
も
の
は
「
記

8 

録
」
と
い
う
。 

9 

② 

「
現
用
」
と
は
、
文
書
の
発
生
か
ら
保
存
期
間
満
了
ま
で
の
期
間
を
い
う
。
現
用
期
間
を
終
え

10 

た
文
書
は
処
分
さ
れ
る
。 

11 

③
「
処
分
」
と
は
、
現
用
期
間
満
了
後
の
文
書
の
取
扱
い
を
い
う
。
処
分
に
は
、
保
存
記
録
の
選

12 

別
と
、
保
存
記
録
の
選
別
に
も
れ
た
も
の
の
廃
棄
が
あ
る
。
処
分
は
、
本
法
第
三
条
に
述
べ
る
記
録

13 

管
理
院
が
所
管
す
る
業
務
で
あ
る
。 

14 

④
「
中
間
書
庫
（
レ
コ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
）」
と
は
、
半
現
用
と
な
っ
た
現
用
文
書
の
集
中
管
理
施
設

15 

を
い
う
。
中
間
書
庫
の
施
設
は
記
録
管
理
院
が
所
管
す
る
。
中
間
書
庫
に
お
い
て
集
中
管
理
さ
れ
る

16 

文
書
は
原
府
省
が
所
管
し
、
記
録
管
理
院
が
物
理
的
に
管
理
す
る
。 

17 

⑤ 

文
書
は
、
時
間
の
経
過
に
従
っ
て
「
現
用
」「
半
現
用
」「
非
現
用
」
の
各
段
階
が
あ
る
。「
現

18 

用
」
と
は
、
事
務
遂
行
に
か
か
わ
り
意
思
決
定
お
よ
び
実
施
の
段
階
を
い
い
、
「
半
現
用
」
と
は
、

19 

参
考
利
用
の
た
め
に
中
間
書
庫
で
過
ご
す
保
存
期
間
満
了
ま
で
の
時
間
を
い
う
。「
非
現
用
」
と
は
、

20 

文
書
が
保
存
期
間
を
満
了
し
た
後
の
段
階
を
い
う
。
非
現
用
段
階
の
文
書
は
、
保
存
記
録<

＝
ア
ー

21 

カ
イ
ブ>

と
し
て
、
公
文
書
館
施
設
で
保
存
す
る
か
、
ま
た
は
廃
棄
す
る
。 

22 

⑥
「
公
文
書
館
施
設
」
と
は
、
公
文
書
館
法
に
定
め
る
公
文
書
館
を
い
う
。
公
文
書
館
施
設
は
、
記

23 

録
管
理
院
の
下
に
お
か
れ
、
保
存
記
録
の
無
期
保
存
と
利
用
提
供
を
担
当
す
る
。 

24 



4 

⑦
「
廃
棄
」
と
は
、
そ
の
文
書
そ
の
も
の
を
物
理
的
に
削
除
抹
消
す
る
と
共
に
、
廃
棄
し
た
と
い
う

1 

「
行
為
」
に
つ
い
て
の
記
録
を
作
成
し
て
こ
れ
を
ア
ー
カ
イ
ブ
化
す
る
こ
と
を
言
う
。
廃
棄
は
、
記

2 

録
管
理
院
の
下
に
お
か
れ
る
記
録
管
理
局
が
担
当
す
る
。 

3 

⑧
「
ア
ー
カ
イ
ブ
化
」
と
は
、
非
現
用
文
書
を
保
存
記
録
に
指
定
し
、
そ
れ
ら
を
公
文
書
館
施
設
に

4 

お
い
て
無
期
保
存
す
る
よ
う
定
め
る
こ
と
を
言
う
。 

5 

（
記
録
管
理
院
の
役
割
） 

6 

第
三
条 

文
書
基
本
法
を
所
管
す
る
た
め
、
独
立
機
関
と
し
て
記
録
管
理
院
を
お
く
。 

7 

② 

記
録
管
理
院
は
、
行
政
各
府
省
、
立
法
、
司
法
を
含
む
国
の
機
関
に
お
け
る
文
書
の
発
生
か
ら

8 

処
分
ま
で
を
、
国
の
情
報
財
産
と
し
て
連
続
的
な
存
在
と
と
ら
え
、
そ
の
管
理
を
行
う
。 

9 

③ 

国
の
機
関
に
お
け
る
文
書
及
び
記
録
、
情
報
源
の
物
理
的
管
理
の
枠
組
み
作
り
に
つ
い
て
は
、

10 

記
録
管
理
院
が
担
当
し
、
そ
の
た
め
に
国
の
機
関
に
対
す
る
指
導
・
助
言
・
監
督
・
監
査
を
行
う
権

11 

限
を
有
す
る
。 

12 

④ 

国
の
機
関
の
文
書
記
録
管
理
の
き
め
ご
と
は
、
す
べ
て
記
録
管
理
院
の
長
の
承
認
を
得
な
け
れ

13 

ば
発
効
し
な
い
。 

14 

⑤ 

文
書
の
管
理
に
関
連
す
る
分
野
、
特
に
業
務
上
の
つ
な
が
り
だ
け
で
な
く
、
そ
の
文
書
が
持

15 

つ
情
報
資
源
と
し
て
の
様
々
な
側
面
に
関
連
す
る
、
総
合
的
な
視
野
で
の
検
討
を
行
う
。 

16 

⑥ 

記
録
管
理
院
に
記
録
管
理
局
を
お
く
。
記
録
管
理
局
に
は
、
情
報
記
録
管
理
シ
ス
テ
ム
部
（
情

17 

報
記
録
の
媒
体
、
様
式
、
用
品
、
シ
ス
テ
ム
等
の
開
発
整
備
）、
行
政
情
報
記
録
管
理
部
（
行

18 

政
各
役
所
の
情
報
と
記
録
管
理
の
査
察
監
督
）、
司
法
情
報
記
録
管
理
部
（
司
法
各
役
所
の
情

19 

報
と
記
録
管
理
の
査
察
監
督
）、
立
法
情
報
記
録
管
理
部
（
立
法
各
役
所
の
情
報
と
記
録
管
理

20 

の
査
察
監
督
）、
印
刷
物･

電
子
情
報
記
録
部
（
出
版
公
開
情
報
記
録
の
管
理
監
督
と
、
白
書
、

21 

官
報
、
政
府
刊
行
物
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
発
行･

発
信
）
を
お
く
。 

22 



5 

⑦ 
記
録
管
理
院
に
、
情
報
開
示
局
を
お
く
。
情
報
開
示
局
に
は
情
報
デ
ー
タ
部
（
情
報
公
開
の

1 
請
求
に
必
要
な
デ
ー
タ
の
作
成
と
管
理
）、
情
報
開
示
部
（
情
報
公
開
の
対
応･

オ
ン
ブ
ズ
マ

2 

ン
機
能
）
を
お
く
。 

3 

⑧ 

記
録
管
理
院
に
、
歴
史
記
録
局
を
お
く
。
歴
史
記
録
局
に
は
中
間
書
庫
（
半
現
用
文
書
の
貯

4 

蔵
・
管
理
）、
国
立
公
文
書
館
（
国
の
機
関
の
保
存
文
書
の
管
理･

利
用
提
供
）、
国
立
研
究
資

5 

料
情
報
セ
ン
タ
ー
（
大
学
等
研
究
機
関
の
保
有
す
る
研
究
資
料
の
所
在
情
報
提
供
）、
歴
史
記

6 

録
公
開
部
（
公
文
書
館
施
設
で
公
開
す
べ
き
記
録
の
判
定
、
公
開
方
法
の
検
討
）
を
お
く
。 

7 

⑨ 

記
録
管
理
院
に
、
記
録
保
存ｼｽﾃﾑ

部
を
お
く
。
記
録
保
存
シ
ス
テ
ム
部
に
は
、
保
存
修
復
部

8 

（
現
物
記
録
の
修
復
処
置
の
実
施
と
研
究
）、
代
替
記
録(

ア
ー
カ
イ
ビ
ン
グ)

部
（
マ
イ
ク
ロ

9 

化
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
（
複
製
）
作
成
の
実
施
と
研
究
）、
災
害･

危
機
管
理
部

10 

（
各
役
所
の
情
報
と
記
録
の
災
害･

危
機
管
理
対
策
の
策
定
と
審
査
）、
記
録
保
存
研
修
研
究

11 

部
（
記
録
管
理
／
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
現
場
研
修
実
施
と
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
究
）
を
お
く
。 

12 

⑩ 

記
録
管
理
院
の
管
理
職
は
、
記
録
士
（
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
）
の
教
育
を
受
け
、
基
盤
記
録
士
（
上

13 

級
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
）
の
資
格
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。
記
録
士
（
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
）
教
育
と

14 

は
、
大
学
に
お
け
る
保
存
記
録
（
ア
ー
カ
イ
ブ
）
関
連
科
目
の
単
位
を
取
得
す
る
こ
と
を
言

15 

う
。
基
盤
記
録
士
は
、
米
国
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
公
認
ア
ー
キ
ビ
ス
トCA

相
当
の
資

16 

格
を
有
す
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
。 

17 

 
18 

（
文
書
の
作
成
） 

19 

第
四
条 

国
の
機
関
に
お
け
る
業
務
遂
行
は
、「
文
書
主
義
の
原
則
」
に
則
り
、
根
拠
を
も
っ
て
遂
行

20 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
は
、
根
拠
と
な
る
べ
き
情
報
は
す
べ
て
文
書
と
し
て
固
定
化

21 

し
、
そ
の
業
務
に
か
か
わ
る
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、
情
報
の
公
開
を
求
め
る
人
に
対
し
て
も
情
報
共
有

22 

化
が
行
え
る
よ
う
、
備
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
の
事
務
遂
行
に
関
す
る
説
明
責
任
の
根
拠

23 

と
な
る
情
報
基
盤
形
成
で
あ
る
。
文
書
は
、
情
報
公
開
法
に
よ
る
現
用
文
書
の
開
示
（
保
存
期
間
満

24 



6 

了
ま
で
）、
及
び
公
文
書
館
法
に
よ
る
非
現
用
文
書
の
利
用
（
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
で

1 

無
期
限
）
の
対
象
と
な
る
。 

2 

 
3 

（
文
書
の
管
理
） 

4 

第
五
条 

文
書
は
、
現
用
、
非
現
用
の
各
段
階
で
そ
の
所
在
が
異
な
る
。
現
用
文
書
は
各
府
省
、
半

5 

現
用
文
書
は
中
間
書
庫
、
非
現
用
保
存
文
書
は
公
文
書
館
施
設
で
保
管
さ
れ
る
。 

6 

② 

現
用
文
書･

半
現
用
文
書
は
各
府
省
が
所
管
し
、
半
現
用
文
書
と
非
現
用
文
書
は
、
記
録
管
理

7 

院
の
施
設
に
お
い
て
保
管
し
、
利
用
に
供
さ
れ
る
。 

8 

③ 

各
府
省
に
は
、
現
用
文
書
の
管
理
専
門
家
と
し
て
記
録
管
理
者
（
レ
コ
ー
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

9 

を
お
く
。
記
録
管
理
者
は
、
米
国
の
公
認
レ
コ
ー
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
相
当
の
資
格
を
も
つ
者
を

10 

充
て
る
。 

11 

④ 

各
府
省
の
各
課
に
は
、
現
用
文
書
の
管
理
担
当
者
と
し
て
、
文
書
担
当
責
任
者
（
キ
ー
パ
ー
ソ

12 

ン
）
を
お
く
。
文
書
担
当
責
任
者
は
、
記
録
管
理
院
記
録
保
存
シ
ス
テ
ム
部
記
録
保
存
研
修
研

13 

究
部
が
行
う
記
録
管
理
現
場
研
修
を
修
了
し
た
も
の
を
当
て
る
。 

14 

⑤ 

文
書
の
物
理
的
管
理
責
任
者
は
、
文
書
の
所
在
場
所
に
よ
り
異
な
る
。
現
用
段
階
で
は
各
府
省

15 

の
文
書
担
当
責
任
者
、
中
間
書
庫
と
非
現
用
段
階
で
は
記
録
管
理
院
歴
史
記
録
局
の
、
非
現
用

16 

段
階
で
は
記
録
管
理
院
国
立
公
文
書
館
の
長
と
な
る
。 

17 

 
18 

（
文
書
の
保
存
） 

19 

第
六
条 

現
用
文
書
の
保
存
期
間
は
常
に
見
直
す
。
保
存
期
間
の
決
定
の
最
終
責
任
者
は
記
録
管
理

20 

院
で
あ
る
。 

21 

非
現
用
文
書
は
、
国
の
歴
史
を
将
来
に
証
明
す
る
べ
き
も
の
を
選
ん
で
、
公
文
書
館
に
保
存
す
る
。

22 

非
現
用
文
書
の
選
別
と
処
分
権
限
は
記
録
管
理
院
に
あ
る
。
記
録
管
理
院
以
外
の
国
の
機
関
は
、
保

23 

存
期
間
を
満
了
し
た
文
書
の
処
分
を
す
る
に
は
記
録
管
理
院
の
承
認
を
必
要
と
す
る
。 

24 



7 

②
公
文
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
文
書
の
保
存
責
任
は
記
録
管
理
院
に
あ
る
。 

 
 
 

1 

 
 
 
 
 
 
 
 

2 

（
文
書
の
利
用
） 

3 

第
七
条 

現
用
文
書
は
、
事
務
遂
行
に
第
一
義
的
な
目
的
と
し
て
存
在
す
る
が
、
情
報
公
開
制
度
に

4 

基
づ
く
開
示
請
求
に
よ
り
何
人
も
原
則
と
し
て
こ
れ
ら
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
個

5 

人
情
報
保
護
制
度
に
よ
る
制
約
が
あ
る
。 

6 

② 

非
現
用
文
書
は
、
公
文
書
館
法
、
国
立
公
文
書
館
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
公
文
書
館
施

7 

設
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

8 

③ 

不
存
在
の
も
の
に
つ
い
て
の
情
報
も
、
公
文
書
館
施
設
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
非

9 

現
用
文
書
の
所
在
、
処
分
情
報
は
記
録
管
理
院
が
こ
れ
を
整
備
す
る
。 

10 

 
11 

（
文
書
の
責
任
時
効
） 

12 

第
八
条 

非
現
用
文
書
と
し
て
公
文
書
館
施
設
が
保
存
す
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
に
つ

13 

い
て
作
成
か
ら
決
裁
ま
で
に
か
か
わ
っ
た
人
物
は
、
他
の
法
律
に
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
そ

14 

の
責
任
を
問
わ
れ
な
い
。 

15 

 
16 

（
罰
則
） 

17 

第
九
条 

文
書
の
不
作
成
、
私
物
化
、
改
ざ
ん
、
非
公
式
な
廃
棄
、
不
正
手
続
き
に
よ
る
処
分
、

18 

そ
の
他
悪
意
あ
る
取
扱
い
は
罰
則
の
対
象
と
す
る
。 

19 

 
20 

（
付
則
） 

21 

一
． 

 

こ
の
法
律
は
平
成 

 

年 
 

月 
 

日
に
施
行
す
る
。 

22 


